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Chapter 04 社 会 の 要 請 に 対 応 す る 学 際 的 教 育 推 進 － 本 学 の 強 み を 生 か し た 企 業 と 協 働 し た
テ ー ラ ー メ イ ド ・ バ ト ン ゾ ー ン 教 育 プ ラ ン －  
( 平 成 2 1 年 度 特 別 教 育 研 究 経 費 ( 教 育 改 革 ) ) ／ 副 学 長 ( 研 究 担 当 )  石 田  誠

【 目 的 】
　 I T 技 術 や ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー な ど の 先 端 技 術 を 使 っ
た モ ノ 作 り 教 育 研 究 を 中 核 と し た テ ー ラ ー メ イ ド ・
バ ト ン ゾ ー ン 型 教 育 シ ス テ ム を 構 築 し , 産 業 界 が 求 め
る グ ロ ー バ ル な 競 争 力 の 源 泉 と な る 実 践 的 ・ 創 造 的
能 力 を 備 え た 人 材 （ 博 士 課 程 学 生 ） を 輩 出 し て , 2 1
世 紀 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 社 会 の 基 盤 構 築 に 貢 献 し ま す 。
そ の た め に 、 従 来 か ら の カ リ キ ュ ラ ム 以 外 に 、 学 生
の 分 野 、進 度 に 合 わ せ た カ リ キ ュ ラ ム（ テ ー ラ メ イ ド：
図 １ ） で 、 し か も 企 業 と の 協 働 を よ り 強 く し た 実 施
カ リ キ ュ ラ ム （ バ ト ン ゾ ー ン ： 図 ２ ） を 実 施 す る も
の で 、 修 士 か ら 博 士 課 程 の ５ 年 間 の 斬 新 な プ ロ グ ラ
ム を 有 す る 魅 力 的 な コ ー ス で す 。 本 年 度 を 準 備 期 間
と し 、 年 次 進 行 的 に 進 め ７ 年 間 の プ ロ グ ラ ム で 、 本
学 の 学 生 、 社 会 人 学 生 の 参 加 を 待 っ て い ま す 。

【 必 要 性 ・ 目 標 】
　 実 践 的 ・ 創 造 的 能 力 を 備 え イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 で
き る リ ー ダ ー 的 人 材 が グ ロ ー バ ル な 競 争 力 の 源 泉 と な
り ま す 。 2 1 世 紀 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 社 会 （ 産 業 界 ） が
求 め る こ の よ う な 人 材 の 輩 出 に は , 先 端 技 術 を 活 用 し
た モ ノ 作 り 教 育 研 究 を 中 核 と し た 教 育 シ ス テ ム の 導 入
が 不 可 欠 で す 。 し か し な が ら , 日 本 の 社 会 で は 博 士 課
程 の 学 生 の 評 価 が 低 く 、 諸 外 国 と 全 く 異 な っ て い ま
す 。 マ ス メ デ ィ ア な ど で 博 士 課 程 学 生 の 就 職 困 難 な こ
と が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ 、 ま た 企 業 の ト ッ プ か ら の 評
価 は 低 く な っ て い ま す 。（ 少 な く と も 、 本 学 は そ う で
な い の で す が ） こ の よ う な 評 価 状 況 を 変 え 、 真 に 社 会
が 求 め る 博 士 課 程 学 生 を 育 成 し 、 日 本 、 あ る い は 世 界
の リ ー ダ ー と な る 博 士 課 程 学 生 育 成 教 育 シ ス テ ム の 構
築 を 目 指 し て い ま す 。 こ れ は 、 現 在 進 行 中 の グ ル ー バ
ル C O E の 人 材 育 成 の 趣 旨 と 同 じ で す の で 、 こ の 成 果

（ カ リ キ ュ ラ ム 等 ）を 活 用 し な が ら 、全 学 的 に 進 め 、「 豊
橋 モ デ ル 」 と な る よ う に 考 え て い ま す 。

　 本 学 の み が 有 す る I T 先 端 技 術 や ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー
を 使 っ た 先 端 モ ノ 作 り 教 育 研 究 施 設 （「 T U T - L S I 工
場 」） と 開 学 以 来 蓄 積 し て き た 優 れ た 教 育 研 究 成 果 を
活 用 し , 社 会 が 求 め る 異 分 野 融 合 領 域 で フ ロ ン ト ラ
ン ナ ー と し て 活 躍 で き る 実 践 的 ・ 創 造 的 能 力 を 備 え
た 人 材 を 輩 出 す る テ ー ラ ー メ イ ド ・ バ ト ン ゾ ー ン 型
教 育 改 革 シ ス テ ム を 構 築 し ま す （ 図 ３ ）。
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